
 
 

 

 

令和２年度（２０２０年度）水俣高校ＳＧＨ成果発表会 日程 

 

１ 日時   令和３年２月１８日（木）午前９時３０分から午後０時３０分 
 

２ 会場   水俣高校体育館３階アリーナ 
 

３ 日程    9:00～ 9:30 受付 
 

        9:30     開会 
 

        9:40～ 9:50【第１部】ＳＧＨ概要・取組説明 
 

        9:50～11:05【第１部】活動事例・研究成果報告 

生徒による水俣ＡＣＴⅠ（探究活動）及びＡＣＴⅡ（外

部組織との連携事業）の取組内容についての報告 

        水俣ＡＣＴⅠ 

                ○空き家プロジェクト 

       ○Oyster Project 

                  ～牡蠣養殖を通じた水俣湾漁獲量減少対策～ 

                ○私たちの Society5.0 ～箱罠システムの研究～ 

                ○Wood Connect Project 

               水俣ＡＣＴⅡ 

                ○州立モンタナ大学オンライン学習プログラム報告 
 

       11:30～12:00【第２部】ポスターセッション 

それぞれの探究テーマに基づく、生徒によるポスターセ

ッション 
 

       12:20 講評 古賀 実 氏（水俣環境アカデミア所長） 

閉会 

  



 
 

 

水俣ＡＣＴⅠ・ＡＣＴⅡ概要 
 

 本校のＳＧＨ事業では、世界が直面する環境問題に対し、水俣で学んだというバックグラウンドを持って提

言・議論を行えるグローバルリーダーの育成を目指し、以下の取組を行っている。 

 

１「水俣 ACTⅠ」（アクティブ・ラーニングを通した水俣病問題や世界の環境問題の学習） 

   総合的な学習の時間及び長期休業期間や週末を利用して、全学科全クラスで課題研究のテーマに関する

取組を実施する。 

   （第１学年）「Past MINAMATA －過去の歴史を知る－」 

   （第２学年）「Present MINAMATA －現在の課題を学ぶ－」  

   （第３学年）「Future MINAMATA －未来への提案を探る－」  

   １年生では１学期に『水俣病の教訓と日本の水銀対策（環境省環境保健部観光安全課作成）』『水俣市産

業振興戦略２０１５（水俣市産業振興戦略策定検討委員会作成）』をテキストとして活用し、水俣病と水俣

の再生への取組や水銀を取り巻く現状や対策について基本的な知識を学ぶとともに、必要な情報を整理す

る力を習得することを目的として実施する。２学期以降は思考スキルの養成や次年度の研究テーマ設定の

ために、シンキングツールを使ったグループ活動を実施する。また、興味のあることに関するポスター制

作や発表を通して基本的なポスターの作成方法の習得やプレゼンテーション能力の育成を目指す。 

   ２年生はカテゴリーごとにグループを編成して調査研究を実施する。調査研究では、１年次の学習も参

考にして、自分の興味や関心のあるもの〔自己分析・地域・身近なこと・社会の出来事等〕から疑問に思

うことを研究テーマに設定する。テーマによって編成されたグループのメンバーで共同して調査研究を進

め、ポスターを作成し成果発表会等で成果を発信する。 

   ３年生はそれまでの２年間の学習内容を振り返り、本校のＳＧＨ事業で得られた能力や学びをもとに、

未来への提案（いのちの発信）をするためにレポートを作成し、持続可能な社会の実現につなげる。 

 

２「水俣 ACTⅡ」（水俣 ACTⅠの課題研究を踏まえた実践的・発展的学習） 

  ① 水俣環境アカデミアにおける慶應義塾大学学生との共同研究 

     本校生徒と慶應義塾大学が連携して、地域環境の改善に係るアイディアやシステムの開発を行い、

環境モニタリングを共同研究する。大学の対面講義や ICT 機器を利用した遠隔授業を受講すること

で、大学側とタイムリーな課題意識を持ち、研究開発の効果的な実践を図る。また、慶應義塾大学が

平成２５年より実施している「アジアの新出課題解決に向けたエビデンスベースドアプローチ(EBA)

大学コンソーシアム」における水俣フィールドワークでの国際交流を行う。 

     平成２８年度は SDGs と水俣市の関連性について慶應義塾大学生と考察を行った。平成２９年度か

ら令和元年度までは身の回りの環境データをデジタルアートで表現する「環境デジタルアート」を製

作した。今年度は新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止による移動制限のため、アート作品の製

作から、Minecraft でバーチャル水俣を作る研究に変更した。 

 

 

  

 

 

 

 

 
            デジタルアート作品               慶應義塾大学との遠隔講義風景          



 
 

 

   国立水俣病総合研究センターとの連携（高校生研究助手プログラム） 

     水銀に関する世界的な調査研究を行っている当センターと連携することで、地元水俣に学ぶ高校生

として公害の再発防止に向けた意識を高め、統計学を駆使して地域福祉に貢献できる人材を育成する。

また、高度な調査研究に携わることで未来を見据えたグローバルな視点からの課題解決能力を育成す

るとともに、世界の取組や世界の情勢及び状況を認識することができる。 

     今年度は水俣ＡＣＴ 第２学年「Present MINAMATA －現在の課題を学ぶ－」の１グループが当

センター及び水俣漁業組合の支援のもと、水俣湾や水俣川の水質を調査するとともに、カキの養殖を

行った。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 
 
            水俣川のカキの生育調査                水俣湾のカキの生育調査 

 

   東京大学留学生、JICA 研修生等との英語によるディスカッション 

     留学生との間で、課題設定・解決方法の検討・意見交換等を英語によるディスカッションを実施し、

生徒が地元で学んだ環境問題に係る持続可能社会の実現に関する研究内容をバックボーンとして、積

極的に英語を用いて他国の方々とコミュニケーションを図り、グローバルリーダーに必要な主体性や

表現力を育成する。 

     今年度は新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、予定していた国際交流がすべて中止となっ

たため、オンラインによる意見交換等を実施した。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日越大学（ベトナム）との交流 

 

   持続可能な開発のための教育【ESD】の学習 

     産業による環境被害を受けた経験のある地区におけるフィールドトリップを通して、環境と経済や

社会の成長バランスの考え方を学び、多様性の尊重、問題や現象の背景の理解、多面的かつ総合的な

ものの見方等を身につける。 

     今年度はシンガポールにてフィールドトリップを、また２年生では台湾修学旅行を実施する予定だ



 
 

ったが、新型コロナウイルス感染症の感染拡大のため中止した。海外研修の代替事業として、平成３

０年度に海外研修を実施した州立モンタナ大学とオンライン学習プログラムを企画して実施した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   小中学校との交流事業 

     近隣の小中学校と交流を行い、義務教育段階からグローバルな環境問題に目を向けられる幅広い視

点を持った人材を育成するとともに、高校生も受け手の理解力に応じた＜表現力＞を身に付ける。 

     初年度から昨年度まで水俣市内の小中学校の児童会生徒会リーダー研修において、本校生徒がファ

シリテーターとして参加し、研修会の企画・運営を実施したが、今年度は新型コロナウイルス感染症

の感染拡大のため中止となった。 
 
 
 

  



 
 

 

発表概要 

 

１ 【第１部】ステージ発表（SGH 概要・取組説明） 
  本校は平成２８年度から文部科学省よりスーパーグローバルハイスクール（SGH）の指定を受け、

「『環境首都水俣』に学ぶ水高生から世界への『いのち』の発信」をテーマに研究開発に取り組んでい

ます。 
  この時間は、本校の事業概要と今年度実施した事業や取組について報告します。 
 
 令和２年度水俣高校 SGH 事業の経緯 

 水俣 ACTⅠ 
１年生 ２年生 ３年生 

４月 
○オリエンテーション 
○水俣病の経緯と教訓につ

いての学習 

○テーマ決定 
○調査研究 ○レポート作成 

５月 ○水俣病の経緯と教訓につ

いての学習 ○調査研究 ○レポート作成 

６月 ○我が国の水銀対策につい

ての学習 ○調査研究 ○レポート作成 

７月 ○水俣市の現状と課題につ

いての学習 ○調査研究 ○レポート作成 

８月  ○調査研究  

９月 

○オリエンテーション 
○思考スキル養成（マインド

マップ・ブレインストーミ

ングなど） 
○講演会（水俣病について） 

○校内中間発表 
○調査研究 ○レポート修正 

１０月 ○思考スキル養成（三角ロジ

ック） ○調査研究 ○レポート修正 

１１月 ○ポスター作成 
○講演会（SDGs について） ○調査研究 

○レポート修正 
○熊本県工業高等学校生徒

研究発表会 

１２月 ○ポスター作成・発表 

○調査研究 
○熊本県スーパーハイスク

ール生徒研究発表会 
○全国高校生フォーラム 

○レポート修正 

１月 ○オリエンテーション 
○テーマ検討 ○調査研究 

○課題研究発表会 
○探究活動及び課題研究レ

ポート発表会 

２月 ○テーマ検討 
○水俣高校 SGH 成果発表会 

○調査研究 
○水俣高校 SGH 成果発表会 ○水俣高校 SGH 成果発表会 

３月 ○テーマ設定 ○３年次の準備  

     ※新型コロナウイルス感染症による休校期間中（４月～５月）は、各学年とも家庭でワークシ

ートやマニュアルをもとに活動を実施。 

 

 

 

 



 
 

 

 水俣 ACTⅡ 
７月 水俣湾・水俣川における牡蠣の生育調査② 

８月 水俣湾・水俣川における牡蠣の生育調査② 
水俣環境アカデミアにおける SDGs ワークショップ 

９月 水俣湾・水俣川における牡蠣の生育調査② 
１０月 野村興産イトムカ鉱業所への WEB インタビュー 

１１月 
水俣湾・水俣川における牡蠣の生育調査② 
日越大学（ベトナム）とのオンライン交流③ 
「水銀に関する水俣条約」事務局への WEB インタビュー 

１２月 
慶應義塾大学との遠隔講義(第 1 回)① 
日越大学（ベトナム）とのオンライン交流③ 
州立モンタナ大学オンライン学習プログラム④ 

１月 
慶應義塾大学との遠隔講義(第 1 回)① 
州立モンタナ大学オンライン学習プログラム④ 
日本・インドネシア環境政策対話における情報発信 

２月 
日越大学（ベトナム）とのオンライン交流③ 
州立モンタナ大学オンライン学習プログラム④ 

    ※①～④の数字は２～４ページと連動しています。 

 
 
２ 【第１部】ステージ発表（活動事例・研究成果報告） 
  この時間では、水俣 ACTⅠおよび ACTⅡの研究成果をそれぞれ次の内容で発表します。 
 

（１）水俣 ACTⅠ 

タイトル 空き家プロジェクト 
発表者 ３年生普通科４名 

概要 

 私たちはこれまで環境ビジネスやメディア研究など別々のテーマで水俣市の課題

について研究してきました。昨年度、水俣高校 SGH 委員会が水俣市の空き家を有効

活用する提案をしたことをきっかけに、どうしたら水俣市の空き家を減らせるかビジ

ネスアイディアを考えました。水俣市には「空き家バンク」制度がありますが、水俣

高校３年生にアンケート調査をした結果、その制度の知名度が低いことが分かり、「空

き家バンク」の存在を知らせる必要があると考えました。また、水俣市の観光業を支

えるため、空き家の一部を宿泊施設として利用する必要性も感じました。そこで、こ

れら２つを実現するために、私たちは２種類のアプリ開発を提案します。 
 

タイトル Oyster Project ～牡蠣養殖を通じた水俣湾漁獲量減少対策～ 
発表者 ２年生普通科・２年生商業科８名 

概要 

 本研究は、平成 29 年度からの継続研究で、水俣湾の漁獲量が減少している原因の

究明が起源です。 
 過去 3 年間で、水俣湾及びその周辺の水質を分析してきました。特に、栄養分の指

標となる溶存態無機窒素 DIN(Dissolved Inorganic nitrogen)に注目してきました。そ

こでわかったことは、海水域では DIN 値が小さく、汽水（淡水）域では大きいという

ことでした。 
 そこで、汽水域で牡蠣の養殖が成功するのではないかと考えました。本研究は、国

立水俣病総合研究センター及び水俣市漁業協同組合の協力のもと、水俣湾周辺 3 カ

所で牡蠣の養殖を行い、その成長を調査しました。調査結果から、牡蠣養殖を通じた

水俣湾漁獲量減少対策についての考察を報告します。 
 
 
 



 
 

 
タイトル 私たちの Society5.0 ～箱罠システムの研究～ 
発表者 ２年生機械科２名 

概要 

２０１９年に「箱罠班」というイノシシやシカを捕まえる罠を製作する班を立ち上

げ、今年は「イノシカハンターズ」として、鳥獣被害に悩む地域の被害軽減、猟友会

の高齢化・減少問題解決に向け、活動しています。 
箱罠は購入すると５万円程度、重量も１００ｋｇ以上するので、設置すること自体

が大変です。見回りの時間も必要なので、被害対策をすればその分負担が増えるとい

う状況になっています。私たちは安価で軽量且つ安全性が高い罠を製作し、見回りの

負担を減らすためにセンサーも製作しました。 
     

タイトル Wood Connect Project 
発表者 ３年生電気建築システム科建築コース１０名 

概要 

Wood Connect Project は水俣高校生が核となって、地域の財産である水俣の豊か

な自然の保全や、木材加工の高い技術力の伝承に繋げることを目的として、各機関と

連携し SGH 活動の一環として 3 年間取り組んできました。今年度は、社会全体のテ

ーマである「持続可能な開発・発展の実現」に向け、SDGs に定められた目標の達成

に Wood Connect Project の取り組みをつなげました。それは、水俣市民が地元産材

に興味関心を抱き、環境首都みなまたに住むものとして水俣の自然を守り、「経済」、

「社会」、「環境」の三側面の統合的取り組みにより「自律的好循環」を構築し、未来

にわたって豊かで活力ある地域社会を創造するための意識の醸成になることを目指

しました。 
     
（２）水俣ＡＣＴⅡ  

タイトル 州立モンタナ大学オンライン学習プログラム報告 
発表者 １年生普通科２名 

概要 

 今年度は新型コロナウイルス感染症拡大により海外研修が中止となったため、その

代替事業として、２年前の研修実施先である州立モンタナ大学と Zoom を用いてオ

ンライン学習プログラムを実施しました。プログラムは本校のテーマに沿った環境問

題・その対策等に関する講義や、大学生ボランティア等による意見交換等を含む内容

で、令和２年１２月から令和３年２月の６日間（１日３時間）の日程で行い、１０名

が参加しました。プログラム最終日には、生徒達がアメリカの環境被害地区について

リサーチしてきた結果をまとめ、プレゼンテーションを行いました。 
 今回はそのプレゼンテーションの一つをご紹介します。 

 

  



 
 

 

３ 【第２部】ポスターセッション 

  ２年生が総合的な探究の時間で取り組んでいる探究活動では、各自がテーマを設定して調査研究を

行っています。このポスターセッションでは、調査結果についてまとめたポスターを利用して発表しま

す。ポスターセッションでは発表に対する様々な意見をお聞かせください。 

番

号 分類 ポスターテーマ 

1 社会科学 過疎化防止の対策 

2 社会科学 日本と外国の災害対策 

3 社会科学 Spread Animal therapy 

4 社会科学 環境モデル都市～なぜ水俣は環境モデル都市として知られていないのか～ 

5 理学 オゾン層破壊を止める、または再生させるためにはどうすればよいか？ 

6 工学 5G の利点と問題点 

7 工学 地球温暖化を改善するには 

8 工学 未来に伝える工業技術 

9 工学 持続可能な社会の実現 

10 工学 陸上競技（100m）における日本人に合った接地 

11 工学 機械の普及（テレビ） 

12 工学 地震に強い建築物と制震、免震、耐震のメカニズム 

13 農学 日本の食料自給率について 

14 保健 保育士が足りてない今 

15 保健 介護施設と在宅介護の違い 

16 保健 身近にできる地球温暖化対策 

17 保健 新型コロナウイルスの感染状況と各国の対策 

18 保健 世界を壊す COVID-19 

19 保健 Lifestyle-related disease 

20 家政 私たちにできる地域活性化 

21 家政 よりよい生活を送るために 

22 芸術 各国が行う水質汚染対策について 

23 芸術 カラーユニバーサルデザインと色覚異常について 

24 芸術 音楽で人々を元気づけることができるのか 

25 芸術 多文化共生・異文化理解のためのデザイン 

26 芸術 芸術が生み出す住みやすい町づくり 

27 芸術 アートで熊本を盛り上げる 

28 総合新領域 色と集中力の関係性 

29 総合新領域 マイクロプラスチックが及ぼす影響とそれを効果的に伝える方法 

30 総合新領域 実質 GDP で見る、新型コロナウイルスによる日本・外国経済への影響（米・中の場合） 

31 国水研 OYSTER PROJECT ～牡蠣養殖からの水俣湾の魚介類減少対策～ 



 
 

 

  

32 水銀 水銀の種類と症状 

33 水銀 水銀の処理方法と安全対策 

34 水銀 水俣条約が全世界に批准されない理由とは？ 

35 機械 さまざまなものづくり 

36 機械 バーベキューコンロの製作 

37 機械 マイコンを使ったロボット製作 

38 建築 技能の伝承と建築コースの取組 

39 電気 2030 年のエネルギーミックスを考える 
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